
相
模
原
生
活
も
既
に
5
か
月
余
、
震
災

対
応
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
、
4
月
か
ら

教
育
環
境
や
時
間
割
な
ど
の
準
備
を

始
め
、
5
月
連
休
明
け
か
ら
授
業
開
始
、

　

東
日
本
大
震
災
は
こ
れ
ま
で
の
想
定

を
は
る
か
に
超
え
、
三
陸
に
も
襲
っ
て

き
ま
し
た
。
地
震
発
生
後
、
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
学
生
、
教
職
員
、
そ
し
て
業
者

の
方
々
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
合
、
体
育

館
前
に
仮
設
対
策
本
部
を
設
置
し
て
被

害
状
況
の
把
握
、
安
否
確
認
を
進
め
つ

つ
、
避
難
生
活
に
入
り
ま
し
た
。
最
初

の
2
日
間
は
野
宿
状
態
、
支
援
物
資
が

届
い
て
か
ら
は
少
し
楽
に
な
り
ま
し
た

が
、
寒
さ
と
余
震
に
耐
え
る
厳
し
い

日
々
で
し
た
。
こ
の
間
、
学
生
諸
君
は

水
汲
み
、火
起
こ
し
な
ど
を
担
い
、我
々

を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
北
里
・
三
陸

ス
ピ
リ
ッ
ツ
が
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え

る
駆
動
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
大
学
本
部
の
ご
支
援
に
よ

り
、
早
期
に
２
５
０
名
余
の
学
生
諸
君

を
バ
ス
で
東
京
に
送
り
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
当
時
の
状
況
を
思
え
ば

奇
跡
に
思
え
ま
す
。

　

震
災
直
後
の
周
辺
の
光
景
は
、
過
去

に
大
災
害
に
よ
っ
て
滅
び
て
去
っ
た
都

市
・
文
明
の
末
路
を
想
起
さ
せ
る
も
の

で
し
た
。
学
部
は
教
育
研
究
環
境
を
失

い
、
当
面
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
そ
の

拠
点
を
移
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

8
月
半
ば
に
何
と
か
前
期
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
必
要
な
機

器
備
品
を
運
び
、
研
究
活
動
も
少
し
ず

つ
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
ま

で
の
道
の
り
は
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、

こ
れ
ひ
と
え
に
多
く
の
方
々
か
ら
の
心

強
い
激
励
と
多
大
な
ご
支
援
の
お
陰
で

す
。
特
に
、
医
療
衛
生
学
部
の
皆
さ
ま

ど
多
様
な
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
現
在
、
学
部
・
研
究
科
は
増
殖
生

物
学
、
応
用
生
物
化
学
、
環
境
生
物
学

の
３
大
講
座
か
ら
成
り
、
学
部
生
７
５

０
名
弱
、
大
学
院
生
45
名
を
擁
し
ま
す
。

貴
学
部
と
の
研
究
面
で
の
接
点
は
多
く

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
試
料
提
供

な
ど
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
も
あ
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
遠
慮
な
く

お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
だ
ま
だ
相

模
原
生
活
に
自
信
が
な
い
我
々
、
引
き

続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
れ
ば
幸
い
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

に
は
研
究
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
精
神
的

に
も
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
7
月
初
め
に
催
し
て
い
た
だ

を
展
開
し
、
多
様
な
人
材
（
学
部
卒
業

生
：
６
０
７
５
名
、
修
士
課
程
修
了

生
２
７
５
名
、
博
士
課
程
修
了
生
：
42

名
）
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
海
洋
生
物
資
源
に
関
わ
る
課
題

解
決
の
一
翼
を
担
う
べ
く
、
海
洋
生
物

の
分
子
生
物
学
、
生
化
学
、
天
然
物
化

学
、
生
理
学
、
生
態
学
、
環
境
科
学
な

い
た
両
学
部
交
流
パ
ー
テ
ィ
は
心
休
ま

り
、
前
を
向
い
て
良
い
の
だ
と
感
じ
た

ひ
と
時
で
し
た
。
こ
の
稿
を
借
り
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
大
学
は
入
学

時
に
学
生
諸
君
に
約
束
し
た
教
育
の
機

会
と
環
境
の
提
供
を
保
障
す
る
責
務
を

有
し
ま
す
。
学
部
は
相
模
原
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

理
念
、
目
標
の
堅
持
・
発
展
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
建
設
を
開
始
し
つ
つ

あ
る
新
校
舎
も
こ
の
考
え
方
に
沿
っ

た
も
の
で
す
。
当
学
部
は
昭
和
47
年
に

設
置
さ
れ
て
以
来
、
水
圏
生
物
の
生

産
、
利
用
、
環
境
保
全
に
関
わ
る
教
育
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本
稿
で
は
、
共
通
基
礎
医
学
教
育
の

担
当
研
究
室
及
び
教
員
と
そ
の
教
育
内

容
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

研
究
室
と
教
員
の
構
成　
基
礎
医
学
系

は
、
６
つ
の
研
究
室
に
よ
り
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
①
生
化
学
研
究
室
（
石
原

和
彦
教
授
、
市
川
尊
文
准
教
授
、
川

上
文
貴
助
教
、
川
島
麗
助
教
）、
②
解

剖
学
研
究
室
（
千
田
耕
輔
准
教
授
、
門

谷
裕
一
准
教
授
、
田
口
明
子
講
師
）、

③
生
理
学
研
究
室
（
佐
治
眞
理
教
授
、

鈴
木
信
之
准
教
授
、
秋
田
久
直
准
教

授
、
野
田
和
子
講
師
、
緒
形
雅
則
講
師
）、

④
組
織
学
研
究
室
（
上
野
正
樹
准
教
授
、

木
村
武
俊
助
教
）、
⑤
薬
理
学
研
究
室

（
原
田
芳
照
教
授
、
松
尾
純
孝
講
師
）、

⑥
人
工
皮
膚
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
（
黒

柳
能
光
教
授
）。

講
義
と
実
習　
生
化
学
教
員
は
３
学
科

の
生
化
学
の
４
講
義
科
目
と
生
化
学
実

習
の
２
実
習
科
目
の
教
育
を
、
解
剖
学

教
員
は
３
学
科
の
解
剖
学
Ⅰ
及
び
解
剖

学
Ⅱ
の
10
講
義
科
目
と
３
学
科
の
解
剖

学
実
習
、
解
剖
生
理
学
実
習
、
解
剖
学

実
習
Ⅰ
及
び
解
剖
学
実
習
Ⅱ
の
４
実
習

科
目
の
教
育
を
、
生
理
学
教
員
は
４
学

科
の
生
理
学
Ⅰ
及
び
生
理
学
Ⅱ
の
10
講

義
科
目
と
４
学
科
の
生
理
学
実
習
及
び

解
剖
生
理
学
実
習
の
４
実
習
科
目
の
教

育
を
、
組
織
学
教
員
は
、
医
療
検
査
学

科
の
組
織
細
胞
学
と
解
剖
学
の
２
講
義

科
目
と
組
織
解
剖
学
実
習
と
解
剖
学

実
習
の
２
実
習
科
目
の
教
育
を
、
そ
し

て
薬
理
学
教
員
は
、
３
学
科
の
薬
理
学
、

医
療
学
概
論
Ⅱ
及
び
臨
床
薬
理
学
の
３

講
義
科
目
の
教
育
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

基
礎
医
学
の
知
識
は
全
て
の
医
療

コ
ー
ス
の
学
生
に
共
通
し
て
求
め
ら
れ

る
も
の
で
す
が
、
そ
の
コ
ア
と
な
る
知

識
の
医
療
現
場
で
の
応
用
の
仕
方
に
は

医
療
コ
ー
ス
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
点
を
考
慮
し
て
、
基
礎
医
学
教
員

は
各
医
療
コ
ー
ス
を
卒
業
し
た
学
生
が

基
礎
医
学
知
識
を
医
療
現
場
で
応
用
し

や
す
い
よ
う
講
義
の
展
開
の
仕
方
や
実

習
項
目
の
選
択
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

ま
す
。

　

解
剖
学
研
究
室
は
Ａ
１
号
館
６
階
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
出
口
の
廊
下
を
は

さ
ん
で
直
ぐ
左
隣
に
居
を
構
え
て
い

る
。
解
剖
学
教
室
は
平
成
６
年
の
学
部

開
設
に
伴
っ
て
看
護
学
部
か
ら
島
口
貞

夫
教
授
（
故
人
）
が
、
医
学
部
か
ら
平

本
嘉
助
講
師
（
故
人
）
が
、
そ
し
て
旧

衛
生
学
部
か
ら
私
が
召
集
さ
れ
３
人
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
初
は
研
究
室
も
教

材
も
設
備
も
な
い
正
に
ゼ
ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
田
口
明

子
助
手
（
現
講
師
）
も
加
わ
り
、
平
成

９
年
に
現
在
の
場
所
に
研
究
室
を
構
え

る
事
が
出
来
た
。
同
時
に
研
究
室
の
向

か
い
側
（
旧
６
０
３
大
講
義
室
）
を
解

剖
学
実
習
室
に
し
て
も
ら
い
、
何
と
か

形
の
上
で
の
体
制
が
整
っ
た
。
平
成
11

年
に
は
島
口
教
授
が
定
年
退
職
さ
れ
、

平
成
20
年
に
は
平
本
講
師
の
後
任
と
し

て
門
谷
裕
一
講
師
（
現
准
教
授
）
を
迎

え
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
解
剖
学
実
習
室
に
は
全
身
交

連
骨
格
標
本
や
模
型
が
多
数
あ
り
、
参

考
書
も
多
数
備
わ
っ
て
い
る
。
解
剖
学

実
習
室
は
学
生
が
実
習
時
間
外
の
好
き

な
時
に
利
用
で
き
る
様
に
開
放
し
、
カ

ギ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。
実
習

で
は
骨
学
の
他
、
ブ
タ
の
解
剖
を
行
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
ブ
タ
で
は
上
肢
・

下
肢
の
筋
と
神
経
を
観
察
す
る
の
は
困

難
で
あ
る
。
従
っ
て
私
達
は
Ｐ
Ｔ
と
Ｏ

Ｔ
の
学
生
に
は
毎
年
医
学
部
で
人
体
解

剖
体
の
見
学
実
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

研
究
室
に
は
現
在
、
大
学
院
生
（
修

士
２
年
）
１
名
と
卒
研
生
３
名
が
在
籍

し
て
い
る
。
研
究
は
器
官
培
養
と
細
胞

培
養
が
中
心
で
あ
り
、
肝
細
胞
の
増

殖
と
分
化
（
千
田
）、
唾
液
腺
の
形
態

形
成
（
門
谷
）、
癌
細
胞
に
お
け
る
細

胞
内
輸
送
（
田
口
）
に
関
す
る
研
究

を
行
っ
て
い
る
。
又
、
研
究
室
内
に
は

共
有
機
器
と
し
て
新
旧
２
台
の
共
焦
点

レ
ー
ザ
ー
蛍
光
顕
微
鏡
が
備
わ
っ
て
い

る
。
研
究
室
は
「
研
究
を
楽
し
む
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
し
た
明
る
く
笑
顔
の
絶
え

な
い
雰
囲
気
で
あ
る
。

　基礎医学系は、学科横断的に全学生を対象
に１年生後期から２年生までの１年～１年半
の期間に一般教育から各医療系専門教育への
橋渡しとなる基礎医学系科目（講義と実習）
の教育を担当している共通基礎医学教育部門
です。医療衛生学部の４学科８専攻すべての
学生に共通する基礎医学は高学年で学ぶ高度
な専門科目を修得するうえで大変重要な役割
を担っています。
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私
達
は
健
康
科
学
科
で
予
防
医
学
や

私
達
を
取
り
巻
く
環
境
が
与
え
る
生
体

影
響
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
幅

広
い
分
野
を
学
ぶ
た
め
、
様
々
な
視
点

か
ら
健
康
の
維
持
や
疾
病
の
原
因
を
検

討
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
学

科
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
患
者
さ

ん
に
貢
献
出
来
る
研
究
が
し
た
い
と
思

い
、
卒
業
研
究
は
人
工
皮
膚
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
ま
し
た
。

　

皮
膚
の
再
生
は
、
目
に
見
え
、
一

番
身
近
な
ヒ
ト
の
再
生
で
す
（
例
え

ば
、
傷
口
が
治
っ
て
い
く
様
子
）。
以

前
か
ら
、
な
ぜ
ヒ
ト
の
傷
は
治
る
の
か
、

ま
た
治
ら
な
い
傷
は
存
在
す
る
の
か
な

ど
、
ヒ
ト
の
「
再
生
能
力
」
に
つ
い
て

興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

答
え
は
、
創
傷
治
癒
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

理
解
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
創
傷

治
癒
に
つ
い
て
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、｢

細
胞｣

・「
細
胞
成
長
因
子
」・

「
生
体
材
料
」
の
三
つ
で
あ
り
、
こ
れ

ら
を
医
療
に
応
用
さ
せ
た
も
の
を
再
生

医
療
と
よ
び
ま
す
。
皮
膚
や
軟
骨
、
角

膜
は
比
較
的
簡
単
な
構
造
を
し
て
い
る

た
め
、
組
織
工
学
の
技
術
を
用
い
る
と
、

こ
れ
ら
の
組
織
は
再
生
可
能
と
な
り
ま

す
。
再
生
医
療
製
品
は
既
に
臨
床
応
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
の
研
究
室
で
は
、

患
者
さ
ん
か
ら
頂
い
た
皮
膚
か
ら
細
胞

を
単
離
し
、
フ
ラ
ス
コ
上
で
培
養
、
大

量
に
得
た
細
胞
を
コ
ラ
ー
ゲ
ン
や
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
な
ど
の
生
体
材
料
に
播
種
し
、

培
養
真
皮
を
作
製
し
ま
す
。
培
養
真
皮

は
主
に
、
難
治
性
皮
膚
潰
瘍
や
熱
傷
創

に
適
用
し
優
れ
た
治
癒
促
進
効
果
を
有

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
私
達
は
修
士
課

程
に
進
学
し
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
研
究

を
行
い
、
作
製
に
関
わ
っ
た
製
品
が
臨

床
現
場
で
治
療
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
達
は
、
患
者
さ
ん
の
願
い
を
い
ち
早

く
実
現
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
、
私
達

に
と
っ
て
「
何
が
興
味
深
い
の
か
」
で

は
な
く
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
「
何
が

重
要
で
あ
る
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
こ

の
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

北
里
大
学
に
入
学
し
て
４
年
目
の
夏
、

卒
業
研
究
の
た
め
相
模
原
を
離
れ
外
部

の
研
究
室
で
卒
研
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
こ
の
学
科
で
学
ん
だ
こ
と
に

つ
い
て
感
想
を
加
え
て
紹
介
し
ま
す
。

振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
は
実
習
が
豊
富

で
楽
し
く
、
と
て
も
充
実
感
が
あ
っ
た

こ
と
で
す
。
そ
の
内
容
は
解
剖
学
か
ら

精
神
衛
生
学
、
さ
ら
に
地
球
環
境
ま
で

と
幅
広
く
、
豚
や
蛙
の
解
剖
、
落
下
細

菌
の
培
養
、
水
質
の
分
析
の
た
め„
つ

な
ぎ
＂を
着
用
し
川
で
採
水
、
断
酒
会

に
参
加
し
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
方

の
経
験
談
を
聴
く
、
呼
気
中
ガ
ス
を
収

集
す
る
た
め
マ
ス
ク
を
付
け
そ
の
ガ
ス

を
集
め
る
袋
を
背
負
い
廊
下
を
往
復
等
、

様
々
な
実
習
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、

自
分
の
体
の
構
造
や
環
境
（
空
気
や
水

な
ど
）
中
の
物
質
等
、
通
常
目
に
見
え

な
い
も
の
を
観
察
・
評
価
す
る
実
習
は

夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
実
習
を
積
み
重
ね
て
い
く
う
ち

に
、
私
自
身
、
興
味
あ
る
分
野
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
大
学
入
学
前
は
健
康
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
漠

然
と
し
た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
学
科
の
講
義
・
実
習
を
受
け
、
更
に

栄
養
学
、
中
毒
学
、
リ
ス
ク
管
理
学

等
の
専
門
分
野
を
学
ん
で
い
く
う
ち
に
、

私
が
口
に
す
る
食
品
に
ど
の
よ
う
な
物

質
が
含
ま
れ
、
ま
た
そ
の
物
質
は
体
内

で
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
に
つ
い
て

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
私
は
卒
研
先
を
東
京
大
学
大
学
院

に
選
び
、
こ
の
研
究
室
で
お
米
中
の
有

害
化
学
物
質
を
分
析
測
定
し
、
そ
の
物

質
に
よ
る
健
康
影
響
を
リ
ス
ク
評
価
す

る
テ
ー
マ
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
就

職
は
食
品
業
界
に
内
定
を
頂
き
、
食
か

ら
人
々
が
心
、
体
、
加
え
て
社
会
的
に

も
「
健
康
」
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
食

中
毒
、
放
射
性
物
質
、
食
品
添
加
物
等
、

に
よ
る
食
の
問
題
は
深
刻
で
す
。
卒
業

後
、
食
品
の
安
全
・
安
心
に
関
わ
る
仕

事
に
就
く
の
で
や
り
が
い
を
感
じ
な
が

ら
も
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

【サスティナビリティ実践学コース】
　�限りある資源を利用し，人類の持続可能な発
展に貢献する人材を育成

【食品安全機能学コース】
　�食の安全と品質を守り，健康長寿社会の基盤
となる食育に携わる人材を育成

【産業保健・作業環境学コース】
　�企業で働く人々の労働環境を整え，衛生管理
を担う人材を育成

【精神保健学コース】
　�ストレス社会を生きる人の心をサポートし，心
の健康を守る人材を育成
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■健康科学科【４つの専門コース制】

卒
業
研
究
と
就
職
の
選
択

4
年　

小
林　
真
弓

在 校 生
紹 　 介

健
康
科
学
科
か
ら
大
学
院
に
進
学
し
て

２
年　

飯
島　
英
美

２
年　

峰
尾　
昌
奈

大学院生
紹 　 介

第１回オープンキャンパス

クリーンベンチ内作業
（飯島）

Department of Health Science 

健
康
科
学
科

組織染色　　　　（峰尾）



　

２
０
１
１
年
4
月
2
日
東
京
都
内
、

被
災
地
支
援
の
た
め
に
集
ま
っ
た
リ

ハ
ビ
リ
関
連
16
団
体
に
よ
る
結
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
後
約

1
か
月
の
こ
の
時
期
は
、
被
災
者
の
救

命
か
ら
震
災
後
の
活
動
制
限
に
よ
る
生

活
不
活
発
病
が
危
惧
さ
れ
始
め
て
い
た

こ
ろ
で
し
た
。
我
々
は
被
災
地
で
の
生

活
不
活
発
病
の
予
防
や
不
動
化
に
よ
る

廃
用
症
候
群
（
関
節
が
固
く
な
っ
た
り
、

筋
力
が
衰
え
た
り
す
る
こ
と
）
を
防
止

す
る
た
め
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
活
不
活
発
病
に
対
す
る
初
期
の
介

入
は
環
境
整
備
で
す
。
避
難
所
に
到
着

し
た
私
た
ち
は
、
最
初
に
避
難
所
内
の

状
況
か
ら
何
が
で
き
る
か
を
模
索
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
職
種
ご
と
に
わ

か
れ
各
職
種
の
専
門
性
か
ら
被
災
者
と

の
接
触
を
開
始
し
ま
し
た
。
避
難
所
生

活
で
は
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
強
く
な
る

う
え
、
床
上
生
活
に
よ
る
関
節
へ
の
負

担
が
活
動
に
制
限
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、

生
活
環
境
の
変
化
（
ト
イ
レ
ま
で
の
距

離
が
遠
い
な
ど
）
は
、
移
動
の
機
会
を

減
ら
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
不
動
化
の
原

因
と
な
る
た
め
、
理
学
療
法
士
と
し
て

の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

我
々
は
避
難
所
内
の
動
線
を
変
更
し
た

り
、
床
上
動
作
を
楽
に
行
え
る
よ
う
に

環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
第
1
陣
で
あ
る
こ
と
、
1
週

間
の
短
期
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
十
分
な

活
動
が
で
き
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
現
地
の
人
た

ち
は
東
京
の
自
粛
ム
ー
ド
と
は
逆
に
以

前
の
生
活
に
戻
そ
う
と
す
る
強
い
気
持

ち
が
あ
り
ま
し
た
。
我
々
は
与
え
る
だ

け
の
支
援
で
は
な
く
、
共
に
作
り
上
げ

る
支
援
へ
と
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

今
後
の
課
題
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

短
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
改
め
て
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る

1
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
、
立
ち
上
が
り
の
温
度

上
昇
が
急
ピ
ッ
チ
だ
っ
た
の
で
、
６
月

の
節
電
計
画
説
明
会
の
折
、
電
力
逼
迫

警
報
の
発
令
に
よ
る
臨
時
休
校
も
あ
り

得
る
、
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。
結
局
、

そ
の
後
の
暑
さ
は
緩
や
か
で
、
そ
う
し

た
事
態
に
至
ら
な
か
っ
た
の
は
、
ま
さ

に
天
佑
で
し
た
。
本
学
部
に
お
い
て

も
、
７
月
の
積
算
が
昨
年
比
21
・
６
％

の
節
電
で
、
目
標
を
十
分
に
達
成
で
き

ま
し
た
。
教
職
員
各
位
の
ご
協
力
へ
の

感
謝
と
と
も
に
、
節
電
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
活
動
に
手
応
え
を
感
じ
た
次

第
で
す
。
た
だ
し
、
大
学
全
体
で
は
昨

年
比
14
％
節
電
に
止
ま
り
、
緩
和
措
置

が
な
け
れ
ば
罰
金
で
し
た
。
と
も
あ
れ
、

電
力
制
限
令
は
９
月
９
日
に
解
除
さ
れ
、

今
夏
の
節
電
騒
ぎ
は
収
束
し
た
わ
け
で

す
。

　

今
後
し
ば
ら
く
の
間
、
節
電
機
運
は

下
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
資

源
節
約
が
、
生
物
の
掟
（
本
能
）
だ
か

ら
で
す
。
私
自
身
、

空
の
教
室
で
蛍
光

灯
の
ス
イ
ッ
チ
を

切
る
時
に
、
何
か

う
れ
し
い
の
で
す
。

「
し
あ
わ
せ
節
電
」

で
鈴
木
孝
夫
先
生

が
同
じ
こ
と
を
述

べ
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
電
力
会

社
の
電
力
消
費
推

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
結
果
、
電
気
が
貴

重
な
資
源
だ
と
い
う
感
覚
は
薄
れ
て
い

ま
し
た
。
今
般
の
電
力
危
機
は
、
こ
れ

を
修
正
す
る
よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
の
つ
き
あ
い
は
、
た
か
だ
か
二

百
年
と
短
い
の
で
、
そ
の
無
駄
を
見
張

る
の
は
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
。
私
自

身
、
医
学
部
と
の
渡
り
廊
下
で
白
昼
の

点
灯
に
気
付
い
た
の
は
、
つ
い
最
近
で

す
。
明
る
い
と
無
駄
が
見
え
な
い
の
で

す
。
皆
さ
ん
、
心
の
目
で
電
気
の
無
駄

を
見
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
生

態
系
の
掟
を
守
る
こ
と
で
、
し
あ
わ
せ

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
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避難所である若林区体育館に入るスタッフ

渡り廊下

なぜ節電するか語られている本



は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
菅
平
合
宿
も
行
っ
て
い
ま

す
。
み
ん
な
、
厳
し
く
、
楽
し
く
、
礼

儀
正
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
部
活
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
特
に
お
伝
え
し
た
い
事

は
、
今
年
は
三
陸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
た

な
ラ
グ
ビ
ー
部
員
が
加
わ
り
、
人
数
が

増
え
た
だ
け
で
な
く
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
争

い
も
生
れ
、
特
に
活
気
に
満
ち
溢
れ
て

い
る
事
で
す
。
学
部
の
枠
を
越
え
て
お

互
い
に
刺
激
し
あ
い
、
ラ
グ
ビ
ー
に
対

す
る
姿
勢
が
よ
り
精
力
的
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
こ
そ
は
、
ぜ
ひ
三
陸
キ
ャ
ン

パ
ス
の
仲
間
た
ち
と
共
に
優
勝
の
ご
報

告
を
皆
様
に
お
届
け
し
た
く
思
い
ま
す
。

　

北
里
大
学
体
育
会
ラ
グ
ビ
ー
部
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
部
は
部
員
が
全
学
部
約
45
名

か
ら
構
成
さ
れ
、週
３
回
、練
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
は
、
東
京
都
地
区
対
抗

リ
ー
グ
２
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
東
京
都
地

区
対
抗
リ
ー
グ
で
の
優
勝
、
そ
し
て

１
部
昇
格
を
目
指
し
、
日
々
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。
部
活
の
な
い
日
に
も

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
使
用
し
、
筋

肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
り
、
夏
に

Ｔ
Ｊ
Ｕ
学
生
を

　
　
受
け
入
れ
て

　

１
９
９
６
年
に
ト
ー
マ
ス･

ジ
ェ

フ
ァ
ー
ソ
ン
大
学
（
Ｔ
Ｊ
Ｕ
）
保
健
学

科
と
の
交
換
留
学
を
始
め
て
今
年
で
早

く
も
15
年
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
は
こ

の
制
度
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
例
年
3
月
に

北
里
大
学
医
療
検
査
学
科
学
生
2
名

（
今
年
は
福
島
愛
理
、
古
屋
果
恋
の
2

名
）
が
Ｔ
Ｊ
Ｕ
に
3
週
間
、
6
月
に
は

Ｔ
Ｊ
Ｕ
か
ら
の
学
生
2
名
が
北
里
大
学

に
3
週
間
滞
在
す
る
、
と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
恒
例
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

幸
い
、
渡
米
は
3
月
9
日
で
あ
っ
た

た
め
Ｔ
Ｊ
Ｕ
で
の
研
修
は
中
止
に
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
福
島
第
一
原
発

の
事
故
は
我
々
の
想
像
以
上
に
海
外
で

は
深
刻
に
受
け
止
め
ら
れ
て
お
り
、
Ｔ

Ｊ
Ｕ
側
は
学
生
の
派
遣
に
極
め
て
慎
重

で
あ
り
ま
し
た
。
来
日
予
定
の
人
選

は
3
月
に
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
放

射
能
汚
染
の
状
況
を
み
な
が
ら
最
終

決
定
し
た
い
、
と
の
意
向
で
し
た
。
4

月
末
に
な
っ
て
よ
う
や
く
ア
メ
リ
カ
政

府
が
福
島
第
一
原
発
よ
り
80
㎞
以
上
離

れ
て
い
る
地
域
へ
の
渡
航
は
危
険
が
極

め
て
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
公
式
に

表
明
し
た
た
め
、
大
学
側
も
許
可
す

る
に
至
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り

も
今
回
来
日
し
た Joh

n
 

A
g
aton

, K
arish

m
a 

C
on

tractor 

の
2
人

が
日
本
訪
問
を
熱
望
し
て

い
た
こ
と
が
交
換
留
学
を

継
続
で
き
た
大
き
な
理
由

と
思
わ
れ
ま
す
。
わ
ず
か

20
年
ば
か
り
前
の
日
本
は

栄
華
を
誇
り
自
信
に
満
ち

て
い
ま
し
た
が
、
閉
塞
感

の
漂
う
現
在
、
若
者
は
内

向
き
に
な
り
、
海
外
か
ら

は
日
本
の
魅
力
が
失
せ
て

き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
だ

か
ら
こ
そ
積
極
的
に
海
外

に
出
て
、
ま
た
、
海
外
か
ら
受
け
入
れ

て
現
状
を
打
破
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で
本
年
も
Ｔ
Ｊ
Ｕ

と
の
交
換
留
学
を
継
続
で
き
た
こ
と
は

来
年
に
繋
が
る
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
少
し
心
配
だ
っ

た
の
は
例
年
と
比
べ
て
Ｔ
Ｊ
Ｕ
と
北
里

の
学
生
の
交
流
が
や
や
乏
し
か
っ
た

印
象
を
受
け
ま
し
た
。K

arish
m

a 

が
宗
教
上
の
理
由
で
厳
格
な
性
格
で

あ
っ
た
こ
と
は
一
つ
の
要
因
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
北
里
の
学
生
も
現
代
若
者
の

気
質
に
漏
れ
ず
内
向
き
志
向
だ
っ
た
の

か
な
、
と
も
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

送
別
会
に
は
短
期
間
の
滞
在
に
も
拘

ら
ず
大
勢
の
学
生
が
集
ま
り
、Joh

n
, 

K
arish

m
a 

と
も
と
て
も
嬉
し
そ

う
で
し
た
。
彼
ら
を
見
て
い
て
、
日
米

双
方
の
学
生
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
ら
れ

な
い
印
象
を
残
し
た
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

医
療
検
査
学
科

　

大　

部　
　
　

誠

国 際 交 流
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三陸キャンパスの仲間とともに平成24年度
入試情報報情

　平成 24年度医療衛生学部入学試験
（平成 23年度実施）一般入試〔後期〕
について昨年同様、医療検査学科・医
療工学科の志願者は、出願時に健康科
学科を第２志望として指定することが
できます。また、リハビリテーション
学科の志願者は、出願時にリハビリテー
ション学科の他専攻を第２志望として
指定することができます。

■大学入試センター試験利用入学試験
［前期］
　願書受付：Ｈ23.12/16 ～Ｈ24.1/20
　試 験 日：Ｈ24.1/14㈯～Ｈ24.1/15㈰
　合格発表：Ｈ24.2/10㈮　13時
［後期］（健康科学科のみ実施）
　願書受付：Ｈ24.2/13 ～Ｈ24.3/9
　試 験 日：Ｈ24.1/14㈯～Ｈ24.1/15㈰
　合格発表：Ｈ24.3/15㈭　13時

■一般入学試験
［前期］
　願書受付：Ｈ23.12/16 ～Ｈ24.1/25
　試 験 日：Ｈ24.2/4㈯
　合格発表：Ｈ24.2/10㈮　13時
［後期］
　願書受付：Ｈ24.2/7 ～ H24.2/24
　試 験 日：Ｈ24.3/3㈯
　合格発表：Ｈ24.3/9㈮　13時

ラグビー部

臨床工学専攻３年　井  上　　愛
掲

板

示

掲

板

示

ノーサイド後の部員達

送別会風景（平成23年7月1日）
左：Karishma、右：John、中央は丸山准教授

細胞検査士コースの学生と共に



　

昨
年
4
月
か
ら
臨
床
工
学
専
攻
に
５

番
目
の
研
究
科
目
と
し
て
「
医
療
安
全

工
学
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
設
置
目
的

や
研
究
内
容
な
ど
に
つ
い
て
本
誌
第
10

号
（
２
０
１
０
・
11
・
1
発
行
）
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

石
原
学
部
長
は
じ
め
諸
先
生
の
ご
理
解

に
よ
り
、
本
年
5
月
1
日
付
け
で
「
医

療
安
全
工
学
」
を
担
当
す
る
教
授
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
4
月

か
ら
、
よ
り
深
く
医
療
シ
ス
テ
ム
の
安

全
を
追
求
す
る
た
め
に
大
学
院
医
療
系

研
究
科
に
特
論
科
目（
医
療
安
全
工
学
）

を
開
設
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
諸
先
生
の
ご
理
解
の

賜
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
臨
床
工
学
技
士
が
誕
生
し
て

間
も
な
く
四
半
世
紀
に
な
り
ま
す
が
、

法
施
行
時
に
は
生
命
維
持
管
理
装
置
の

操
作
が
主
の
業
務
で
あ
り
、
医
療
機
器

の
安
全
管
理
業
務
は
二
の
次
と
い
う
感

じ
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
医
療
機

器
の
操
作
ミ
ス
や
保
守
点
検
の
未
実
施

な
ど
に
よ
る
医
療
事
故
が
多
発
し
た
こ

と
か
ら
、
医
療
施
設
内
に
お
け
る
医
療

機
器
の
安
全
管
理
の
重
要
性
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
平
成
19
年
の
改
正
医

療
法
で
は
医
療
施
設
内
に
「
医
療
機
器

安
全
管
理
責
任
者
」
の
設
置
が
義
務
化

さ
れ
る
な
ど
、
臨
床
工
学
技
士
を
取
り

巻
く
医
療
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
の
中
で
「
医
療
安

全
工
学
」
を
担
当
す
る
専
門
職
の
教
授

と
し
て
日
々
重
責
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
重
責
を
果
た
す
た
め
に
は
、
日
頃

か
ら
精
進
し
自
分
自
身
の
研
鑽
に
努
め

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、

よ
り
医
療
現
場
に
密
接
し
た
教
育
・
研

究
を
実
践
す
る
た
め
に
も
、
大
学
病

院
や
東
病
院
の
医
療
安
全
管
理
室
や
臨

床
工
学
部
門
な
ど
と
積
極
的
に
連
携
し
、

良
好
な
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
も
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
学
園
で
長
い
在
職
年
数
で
す
が
、

知
識
や
研
究
等
に
つ
い
て
は
浅
学
の
身

で
す
。
今
後
、「
医
療
安
全
工
学
」
が

一
代
学
科
目
に
な
ら
な
い
よ
う
に
教

育
・
研
究
の
基
盤
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
自
分
の
置
か
れ
た
立
場
を
十
分

理
解
し
、
本
学
部
の
発
展
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
。
今
後
も
ご
指
導
、
ご
支
援
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

を
解
き
明
か
す
こ
と
が
、
環
境
保
全
・

修
復
に
関
す
る
科
学
と
技
術
に
つ
な
が

り
、
地
球
環
境
を
守
り
な
が
ら
持
続
可

能
な
発
展
に
結
び
つ
く
も
の
と
信
じ
、

環
境
中
か
ら
の
各
種
環
境
汚
染
物
質
の

分
解
微
生
物
の
分
離
や
特
徴
づ
け
と
こ

れ
を
利
用
し
た
環
境
保
全
、
浄
化
技
術

開
発
や
、
環
境
中
の
微
生
物
群
集
の
解

析
に
日
夜
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

北
里
大
学
は
由
緒
あ
る
大
学
で
、
古

く
か
ら
微
生
物
に
関
わ
る
基
礎
と
応
用

に
優
れ
た
実
績
を
あ
げ
て
き
た
大
学
で

す
。
私
は
幸
運
に
も
こ
こ
で
、
次
の
世

代
を
担
う
学
生
の
皆
さ
ん
の
教
育
と
研

究
に
携
わ
る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
頂
き

ま
し
た
。
私
に
そ
の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
て
頂
い
た
多
く
の
方
々
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
学
生
の

皆
さ
ん
に
私
が
こ
れ
ま
で
学
ば
せ
て
頂

い
た
こ
と
を
少
し
で
も
還
元
で
き
る
よ

う
努
力
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

若
輩
者
で
す
が
、
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
4
月
1
日
付
け
で
、
健
康

科
学
科
環
境
衛
生
学
の
教
授
に
就
任
致

し
ま
し
た
、
清
和
成
で
す
。

　

私
は
、
平
成
8
年
に
大
阪
大
学
工
学

部
環
境
工
学
科
を
卒
業
後
、
同
大
学
院

工
学
研
究
科
環
境
工
学
専
攻
博
士
前
期

課
程
、
博
士
後
期
課
程
と
進
学
し
、
平

成
13
年
に
博
士
（
工
学
）
の
学
位
を
頂

き
ま
し
た
。
職
歴
は
、
平
成
12
年
4
月

に
山
梨
大
学
助
手
（
工
学
部
土
木
環
境

工
学
科
）
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま

り
、
平
成
15
年
7
月
か
ら
先
日
ま
で
大

阪
大
学
の
出
身
研
究
室
（
生
物
圏
環
境

工
学
領
域
）
で
助
手
／
助
教
と
し
て
仕

事
を
さ
せ
て
頂
い
て
き
ま
し
た
。

　

私
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
研
究
は
、

「
主
と
し
て
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

立
脚
し
た
環
境
保
全
と
浄
化
、
環
境
質

評
価
に
関
わ
る
科
学
と
技
術
」
と
総
括

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
私
た
ち
は
現
在
、
地
球
規
模
で
の

環
境
・
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

多
様
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
問
題
の
本
質
は
、
自
然
が

長
い
時
間
を
か
け
て
作
り
上
げ
て
き
た

「
健
全
な
」生
態
系
と
物
質
循
環
フ
ロ
ー

が
、
私
た
ち
人
間
の
豊
か
な
生
活
を
目

指
し
た
活
動
の
裏
側
で
乱
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の

解
決
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自

然
が
作
り
上
げ
て
き
た
、
巧
妙
な
自
浄

作
用
や
恒
常
性
維
持
作
用
、
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
生
産
・
循
環
作
用
の
仕
組
み
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医療安全工学研究室の仲間たち

環境衛生学研究室にて

新任教授新任教授新任教授

新任教授新任教授新任教授 教 授 に 就 任 し て
臨床工学専攻医療安全工学　教授　廣瀬　　稔

北里大学に着任して
健 康 科 学 科 環 境 衛 生 学　教授　清　　和成



　

皆
さ
ん
の
ご
家
族
や
身
の
回
り
に
も
喘
息
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。気
管
支
喘
息

は
軽
い
咳
の
み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、強
い
発

作
で
致
死
的
と
も
な
る
疾
患
で
す
。こ
の
よ
う

な
喘
息
死
は
１
９
９
６
年
全
国
で
年
間
６
千
人

に
お
よ
ん
で
い
ま
し
た
が
、２
０
１
０
年
に
は
約

２
千
人
と
、15
年
間
で
１
／
３
に
減
少
し
て
い
ま

す
。有
病
率
に
は
変
化
は
な
い
の
で
、
こ
の
飛
躍

的
な
予
後
の
改
善
は
治
療
の
進
歩
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。で
は
、
ど
の
よ
う
に
有
効
な
治
療

が
普
及
し
た
か
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

気
管
支
喘
息
は
気
道
の
炎
症
と
気
流
制
限（
気

道
閉
塞
）に
よ
る
発
作
性
の
咳
、ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
・

ゼ
ー
ゼ
ー
な
ど
の
喘
鳴
、呼
吸
困
難
を
認
め
る
疾

患
で
す
。こ
の
気
道
の
炎
症
は
気
管
支
粘
膜
の

浮
腫
と
好
酸
球
・
Ｔ
リ
ン
パ
球
・
肥
満
細
胞
な

ど
の
細
胞
浸
潤
を
基
盤
と
し
、様
々
な
刺
激
に
反

応
し
、
浮
腫
の
増
強
、
気
道
分
泌
の
増
加
、
気
管

支
平
滑
筋
の
収
縮
・
肥
大
を
き
た
す
こ
と
で
、気

道
の
閉
塞
に
よ
り
、喘
鳴
や
呼
吸
困
難
と
い
っ
た

喘
息
発
作
を
招
き
ま
す
（
図
）。し
た
が
っ
て
、
気

管
支
喘
息
で
は
、
症
状
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

気
道
に
炎
症
が
慢
性
的
に
存
在
す
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
、発
作
の
準
備
状
態（
気
道
過
敏
性
亢
進
）

が
み
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
が
治
療
を
考
え
る

上
で
重
要
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、
実
際
に
は
喘

息
患
者
は
自
覚
症
状
の
あ
る
発
作
時
に
の
み
喘

息
に
な
っ
た
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
人
も
多
い

の
が
現
実
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
病
態
か
ら
、気
管
支
喘
息
の
治
療

の
主
体
は
気
道
の
炎
症
を
抑
え
る
こ
と
で
、気
道

閉
塞
を
抑
え
る
治
療
（
気
管
支
拡
張
薬
）
を
続
け

て
も
根
本
的
な
治
療
と
は
な
ら
な
い
こ
と
が
理

解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。現
在
、
気
道
の
炎
症
を

確
実
に
抑
え
る
薬
剤
は
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド

で
す
。ス
テ
ロ
イ
ド
に
は
多
く
の
副
作
用
が
あ
り
、

内
服
で
投
与
し
続
け
る
に
は
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
は
直
接
気

道
に
働
く
だ
け
で
な
く
吸
収
さ
れ
て
も
す
ぐ
に

代
謝
さ
れ
、
通
常
吸
入
量
で
は
妊
娠
中
に
も
副

作
用
に
よ
る
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
い
こ
と
も
実

証
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、
最
近
で
は
古
く
か

ら
使
用
さ
れ
て
い
る
気
管
支
拡
張
薬
で
あ
る
β

２
刺
激
薬
が
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
細
胞
内
で
の
抗

炎
症
効
果
の
発
現
を
増
強
さ
せ
、
さ
ら
に
、
ス
テ

ロ
イ
ド
薬
も
細
胞
壁
の
β
２
受
容
体
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、両
者
の
併
用
に
よ
る
相
乗

作
用
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。最
近
で
は
両
剤
の

合
剤
も
使
用
さ
れ
て
お
り
薬
理
学
的
な
効
果
の

み
で
な
く
服
薬
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
に
、非
発
作
時
の
治
療
の
重
要
性
と
ス
テ

　

昨
今
、
Ｔ
Ｖ
番
組
で
も
製
品
が

作
ら
れ
る
工
程
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、

「
工
場
見
学
」が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
私
も
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、こ
の
夏
休

み
を
利
用
し
て
宮
城
県
に
あ
る「
ニ
ッ

カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
」の
工
場
を
訪
れ
て
み

た
。
因
み
に
、
社
名
は
前
身
の「
大

日
本
果
汁
株
式
会
社
」の「
日
果（
に
っ

か
）」
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。
こ
こ

は
、１
９
６
９
年
に
設
立
さ
れ
た
ニ
ッ

カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
第
二
の
蒸
留
所
で
あ

る
。
建
物
は
レ
ト
ロ
な
赤
レ
ン
ガ
で

作
ら
れ
て
お
り
、
深
緑
の
山
並
み
を

背
景
に
そ
の
景
観
は
と
て
も
素
晴
ら

し
い
。ガ
イ
ド
の
案
内
で
ウ
イ
ス
キ
ー

の
製
造
工
程
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
、
途
中
、
巨
大
な
蒸
留
器
や
ウ
イ

ス
キ
ー
樽
が
積
ま
れ
て
い
る
熟
成
庫

（
い
い
香
り
が
す
る
）
な
ど
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
も
ち

ろ
ん
最
後
は
試
飲
コ
ー
ナ
ー
。「
鶴

17
年
」や「
宮
城
峡
10
年
」
や
ア
ッ
プ

ル
ワ
イ
ン
な
ど
を
堪
能
し
て
い
る
と
、

あ
っ
と
い
う
間
に
い
い
気
分
に
な
る
。

酒
好
き
は
も
ち
ろ
ん
、
酒
が
飲
め
な

い
方
も
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ロ
イ
ド
吸
入
薬
の
普
及
が
喘
息
死
を
大
き
く
減

少
さ
せ
た
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、
不

規
則
治
療
や
治
療
逸
脱
は
喘
息
の
難
治
化
を
き

た
し
、重
症
化
や
発
作
の
慢
性
化
を
き
た
し
ま
す
。

　

気
管
支
喘
息
の
治
療
で
用
い
ら
れ
る
ス
テ
ロ

イ
ド
や
交
感
神
経
系
を
刺
激
す
る
薬
剤
は
ス

ポ
ー
ツ
選
手
で
は
そ
の
使
用
に
ド
ー
ピ
ン
グ
と

い
う
問
題
が
出
る
と
考
え
る
方
も
い
る
か
と
思

い
ま
す
。我
が
国
で
も
、
最
近
、
国
立
ス
ポ
ー
ツ

科
学
セ
ン
タ
ー
と
喘
息
専
門
医
が
中
心
と
な
り

ア
ズ
マ
・
ア
ス
リ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展

開
さ
れ
、
喘
息
を
持
つ
競
技
者
に
安
全
で
的
確

な
治
療
の
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。北
里

大
学
病
院
呼
吸
器
内
科
で
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
協
力
し
て
お
り
ま
す
の
で
、気
管
支
喘
息
で

お
悩
み
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に「
気
管
支
喘
息
で
は
全
く
症
状
が
出
な

い
状
態
が
治
療
の
目
標
で
、わ
ず
か
な
症
状
で
も

油
断
は
禁
物
で
あ
る
。」と
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

　

糟
谷
は
、
ア
ラ
ス
カ
の
墓
地
か
ら
持

ち
帰
っ
た
試
料
か
ら
電
子
顕
微
鏡
で
肺

組
織
内
に
ウ
イ
ル
ス
粒
子
を
確
認
し
た
。

た
だ
ウ
イ
ル
ス
は
失
活
し
て
い
た
ら
し

く
感
受
性
細
胞
や
孵
化
鶏
卵
に
接
種
し

て
も
ウ
イ
ル
ス
の
分
離
は
出
来
な
か
っ

た
。
仕
方
が
な
い
の
で
肺
組
織
か
ら
ウ

イ
ル
ス
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
取
り
出
し
、
相
補
的

な
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
合
成
、
8
本
の
ウ
イ
ル
ス

遺
伝
子
の
解
析
を
し
て
い
た
。
そ
の
頃

リ
バ
ー
ス
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
法
と
い
う

新
た
な
技
術
が
開
発
さ
れ
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
合
成
に
成
功
し
た
。

糟
谷
も
、
8
本
の
ウ
イ
ル
ス
相
補
的
な

Ｄ
Ｎ
Ａ
と
Ｒ
Ｎ
Ａ
合
成
酵
素
発
現
プ
ラ

ス
ミ
ド
、
非
構
成
蛋
白
発
現
プ
ラ
ス
ミ

ド
を
ヒ
ト
大
腸
癌
細
胞
に
導
入
す
る
と
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
特
徴
的

な
細
胞
変
性
が
現
れ
た
。
５
０
０
０
万

人
以
上
を
死
に
追
い
や
っ
た
ス
ペ
イ
ン

か
ぜ
の
起
因
ウ
イ
ル
ス
、
Ａ
型
ヒ
ト
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
１
９
１
８
株

が
再
生
さ
れ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
ア
ラ

ス
カ
の
墓
を
掘
り
返
し
て
か
ら
10
年
の

月
日
が
流
れ
て
い
た
。（
ヒ
ト
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
初
め
て
分
離
さ

れ
た
の
は
１
９
３
３
年
）　 

（
つ
づ
く
）
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図　気管支喘息の気道

症状がなくてもBの状態のことがあります。Aの状態が治療の目標です。
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今
年
は
短
い
梅
雨
に
酷
暑
、
８

月
下
旬
に
は
豪
雨
に
続
き
、
秋

の
気
配
の
す
る
日
が
あ
り
ま
し

た
。
９
月
に
は
台
風
の
直
撃
を
受

け
、
そ
の
後
は
す
ぐ
に
初
霜
や
初

雪
の
便
り
で
し
た
。
今
号
は
東
日

本
大
震
災
後
の
話
題
が
中
心
で
す
。

復
興
に
力
を
注
い
だ
方
々
が
わ
が

学
部
に
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
頭

の
下
が
る
思
い
で
す
。
し
か
し
本

文
に
も
あ
り
ま
す
が
現
地
の
方
々

新　教　員　紹　介

臨床工学専攻　医療安全工学研究室　助教

藤　原　康　作
　５月より臨床工学専攻の助教として着任いた
しました。平成８年、臨床工学技士免許取得後、
北里大学病院MEセンター部血液浄化部門で血
液浄化業務、透析液清浄化業務に携わり、また

医師や看護師対象に持続緩徐式血液浄化装置の医療安全講習会を担
当してきました。年々増加する講習会受講者に安全意識の高さを感
じ、臨床現場からの要望に応じた講習会開催に努めて参りました。
今後は臨床経験や講習会開催に携わって学んだことを織り交ぜなが
ら、医療安全向上に貢献できる臨床工学技士の養成ならびに研究活
動に取り組んで行きたいと考えております。ご指導ご鞭撻のほど宜
しくお願い致します。

健康科学科精神保健学
講師（臨床心理士）

村　山　憲　男
　平成14年10月から順
天堂東京江東高齢者医療
センターで心理臨床業務

に携わり、平成23年５月に健康科学科精神
保健学に講師として着任しました。専門は老
年心理学ですが、臨床心理士として臨床心理
学全般も扱います。臨床経験は、同世代の臨
床心理士と比べて豊富であると自負していま
す。これまでは現場で事例に直接関わる業務
をしてきましたが、これからは教育活動や研
究活動などを通じて世の中のこころの健康に
役に立っていきたいと思っています。平成
24年４月より開設される大学院医療系研究
科の臨床心理学コースの講師も兼務しますの
で、臨床心理士に興味のある方はご相談くだ
さい。

健康科学科 精神保健学
講師  （臨床心理士）

袴　田　優　子
　本年度4月より精神保
健学の専任講師として着
任致しました。人のここ

ろを援助する臨床心理学を専門としています。
2003年に慶應義塾大学を卒業し、2008年に
東京大学大学院を修了して博士号を授与され
ました。クリニックの外来で心理療法を行う
傍ら、日本およびアメリカの国立精神保健研
究所で脳神経科学を学んできました。人のこ
ころは向き合うほどに奥深く不思議なもので
すが、そうした感覚を大切に抱きながら、脳
科学という一見異なる観点から、より良い援
助の手がかりを探ってゆければと考えていま
す。教員として、学生の皆さんがこころを躍
動させるような何かと出会えるようお手伝い
してまいります。

医療検査学科　臨床検査学　助教

長　塩　　　亮
　平成23年６月に医療検査学科臨床検査学の
助教として着任いたしました。北里大学臨床検
査学を卒業後、同大学大学院修士課程を経て群
馬大学大学院博士課程へと進み、博士号取得後

は、国立がん研究センター研究所分子病理分野にてリサーチレジデ
ントとして約２年間、「慢性肝障害患者における肝細胞がんの発が
んリスク指標の開発」というテーマで研究に励んで参りました。今
後は、今までの経験を活かし、また、自ら考え様々な観点から物事
を判断することのできる人材の育成を目指し、日々教育に、研究に
一生懸命精進して参りたいと思いますので、今後ともご指導ご鞭撻
のほど宜しくお願い申し上げます。

医療検査学科　遺伝生化学　助教

川　島　　　麗
　国立病院の付属研究所研究員と他大学教員を
経験し、今後は生化学を担当します。研究では
特に消化器疾患に注目しています。高度な専門
性と問題解決能力を兼ね備えたコメディカルス

タッフの育成を目指して頑張ります。こんな時代だからこそ、一人
一人が冷静に判断しつつも過信せず、協力し合える医療人に育って
いってくれることを願います。最近のマイブームは美味い食巡りと
マラソンです（東京マラソンはいつも抽選漏れで残念…）。一期一
会をモットーに学生さんとの出会いを大切にしていきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願い致します。

は
我
々
以
上
に
前
向

き
で
す
。
ま
た
ラ
グ

ビ
ー
部
の
よ
う
に
仲

間
が
増
え
て
活
気
の

上
が
っ
た
効
果
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
人
生
、
ぜ
ひ
前

向
き
に
マ
イ
ナ
ス
を

プ
ラ
ス
に
す
る
発
想

で
皆
さ
ん
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。
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